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吹吹きき飛飛ばばせせ !!

2 月 18 日と 19 日、たざわ湖スキー場で「2023 フリー2 月 18 日と 19 日、たざわ湖スキー場で「2023 フリー
スタイルスキー秋田・田沢湖モーグル競技会」が 3 年スタイルスキー秋田・田沢湖モーグル競技会」が 3 年
ぶりに開催され、選手たちは黒森山モーグルコースのぶりに開催され、選手たちは黒森山モーグルコースの
急斜面を果敢に攻めていました。（関連記事 2 ページ）急斜面を果敢に攻めていました。（関連記事 2 ページ）

仙北市公式 LIINE で各種情報を配信中 !
友だち追加は左記の二次元コード
または IID検索「@city.semboku」から

白銀で躍動



表紙の写真から表紙の写真から
　
２
月
18
日
と
19
日
、
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
黒

森
山
モ
ー
グ
ル
コ
ー
ス
で
「
２
０
２
３
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
秋
田
・
田
沢
湖
モ
ー
グ
ル
競

技
会
」
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
競
技
会
に
は
、
男
子
56
人
、
女
子
25
人
が

エ
ン
ト
リ
ー
。
18
日
は
モ
ー
グ
ル
競
技
、
19
日

に
は
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル
競
技
が
行
わ
れ
、
選

手
た
ち
は
急
斜
面
の
コ
ー
ス
を
素
早
い
タ
ー
ン

で
滑
り
降
り
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
イ
レ
ベ

ル
の
エ
ア
に
観
客
か
ら
歓
声
が
上
が
る
な
ど
会

場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

2
人
同
時
に
滑
り
降
り
る
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル
は
、
最
後
ま

で
白
熱
し
ま
し
た
。

　
２
月
13
日
、
秋
田
内
陸
縦
貫

鉄
道
㈱
よ
り
、
中
学
校
３
年
生

に
合
格
祈
願
米
を
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
お
米
は
、
北
秋
田
市
小
ヶ
田
地
区
の

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
会
場
で
収
穫
し
た
あ
き
た
こ

ま
ち
を
、
２
月
７
日
に
北
秋
田
市
の
阿
仁
銀

山
神
明
社
で
祈
祷
し
た
も
の
で
す
。

　
同
社
の
吉
田
裕
幸
代
表
取
締
役
社
長
か

ら「
こ
の
お
米
を
食
べ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
通
学
で
ぜ
ひ
内
陸
線
を
活
用
し
て

ほ
し
い
」
と
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

合
格
祈
願
米
を

い
た
だ
き
ま
し
た

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
よ
り

吉田裕幸代表取締役社長（左）から須田教育長（右）に目録
が手渡されました。

　
２
月
25
日
と
26
日
の
２
日
間
、
第
50
回
田
沢
湖

高
原
雪
ま
つ
り
が
、
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
特
設
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
25
日
の
夜
に
は
、
会
場
の
雪
像
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
ほ
か
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
な
ど
約
60
人
に
よ
る
た

い
ま
つ
滑
走
、
黒
森
山
ゲ
レ
ン
デ
に
は
「
咲
く
」
の

火
文
字
が
浮
か
び
上
が
り
、
夜
空
に
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
活
用
し
た
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
11
台
を
含
む
お
祭
り

屋
台
で
開
催
さ
れ
た
「
汁-

椀
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
は
、

投
票
の
結
果
、
花
輪
ホ
ル
モ
ン
暫
屋
の
「
も
つ
煮
込

み
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
、
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

投
票
の
結
果
、
多
摩
美
術
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん

が
制
作
し
た
雪
像
「
ア
リ
ス
ｉ
ｎ
田
沢
湖
」
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

第
50
回

田
沢
湖
高
原
雪
ま
つ
り

３
年
ぶ
り
の
賑
わ
い

最優秀賞に輝いた「アリス in 田沢湖」。

　2 月 12 日、仙北市民会館で「陸上自衛隊第 9 音楽隊コンサー
ト」が開催されました。
　この日は、クラシック音楽から映画の名曲まで、多彩な楽曲
を華やかに、時には力強く演奏し、聴衆を楽しませました。さ
らにアンコールでは、秋田県民歌が演奏され、大きな拍手が送
られました。
　コンサートの開催にあたり、仙北市自衛隊家族会の皆さんか
らたくさんのご協力をいただきました。

会
場
に
は
美
し
い
演
奏
が
響
き
渡
り
ま
し

た
。

響き渡る多彩な演奏 陸上自衛隊第９音楽隊コンサート

仙北市民仙北市民スキースキー大会大会
各
種
目
１
位
選
手
《
敬
称
略
》

【
ア
ル
ペ
ン
】

▼
小
学
１
年
男
子
大
回
転 

髙
津
瑠
楓

▼
同
女
子 

西
宮
志
茉　
▼
小
学
２
年

男
子
大
回
転 

佐
藤
尊
琉　
▼
同
女
子 

渡
部
美
琴　
▼
小
学
３
年
男
子
大
回

転 

吉
田
悠
人　
▼
同
女
子 

照
井
心

詞　
▼
小
学
４
年
男
子
大
回
転 

吉
田

結
星　
▼
同
女
子 

櫻
田
心
菜　
▼
小

学
５
年
男
子
大
回
転 

水
平
譲
翔　
▼

同
女
子 

佐
藤
史
織　
▼
小
学
６
年
男

子
大
回
転 

田
村
将　
▼
同
女
子 

門

脇
恋
珀　
▼
中
学
男
子
大
回
転 

佐
藤

丈　
▼
同
女
子 

伊
藤
愛
莉　
▼
一
般

男
子
Ａ 

加
藤
槙
弥　
▼
同
Ｂ 

照
井

裕
也　
▼
同
Ｃ 

髙
橋
謙
二　
▼
一
般

女
子
Ａ 

草
彅
悠
那　
▼
同
Ｂ 

草
彅

梨
恵　
▼
同
Ｃ 

田
村
生
子

白熱の滑りで競い合う

　2 月 11 日、「第 18 回仙北市民スキー
大会」が、たざわ湖スキー場で開催され
ました。当日は、小学 1 年生から 81 歳
の現役スキーヤーまで幅広い世代が参加
し、大会を通じて交流しました。大会成
績は左記のとおりです。

おめでとうおめでとう
ございますございます百寿

　2月 15 日、 武藏アキ子さん （西木町門屋） が

１００歳の誕生日を迎えられ、 お祝いが贈られまし

た。

武藏アキ子武藏アキ子さんさん

ア
キ
子
さ
ん
（
中
央
）
に
お
祝
い
と
花

束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

果敢に攻める白熱の滑り果敢に攻める白熱の滑り

2023フリースタイルスキー
秋田・田沢湖モーグル競技会

　
２
月
14
日
、
角
館
町
の
小
正
月
行
事
「
角

館
の
火
振
り
か
ま
く
ら
」
が
角
館
町
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
22
会
場
で
実
施
さ
れ
、

う
ち
９
会
場
で
は
観
光
客
の
火
振
り
体
験
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
火
振
り
か
ま
く
ら
は
、
長
さ
１
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
縄
を
つ
け
た
炭
俵
に
、
か
ま
ど
の
火

を
つ
け
て
自
分
の
体
の
周
囲
を
振
り
回
し
な

が
ら
、
無
病
息
災
や
家
内
安
全
を
祈
る
行
事

で
す
。

　
当
日
は
雪
が
ち
ら
つ
く
中
、
各
会
場
で
は

地
元
の
方
々
を
中
心
に
、
訪
れ
た
観
光
客
が

火
振
り
を
体
験
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

暗
闇
に
は
次
々
と
火
の
輪
が
浮
か
び
上
が
り

幻
想
的
な
光
景
が
広
が
り
ま
し
た
。

角
館
の
火
振
り
か
ま
く
ら

火
の
輪
に
願
い
を
こ
め
て

暗闇に浮かび上がる火の輪が幻想的な光景を作り出します。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

　
昨
年
10
月
22
日
、
さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉
県
）
で
開

催
さ
れ
た
「
令
和
４
年
度
郷
土
民
謡
民
舞
全
国
大
会
」
に
出
場
し
た

秋
田
生
保
内
会
（
藤
原
み
さ
子
社
中
）
が
、
民
舞
グ
ラ
ン
プ
リ
の
部

で
第
３
位
と
な
る
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
月
７
日
、
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
（
東
京
都
）
で
開
催
さ

れ
た
「
一
般
財
団
法
人
日
本
郷
土
民
謡
協
会 

各
章
授
与
式
」
で
秋
田

生
保
内
会
か
ら
次
の
方
々
が
受
章
し
ま
し
た
。

秋
田
生
保
内
会

（
藤
原
み
さ
子
社
中
）
が
第
３
位
に報告に訪れた（左から）秋田生保内会の藤原勇悦さん、藤原みさ子さん（藤原

みさ子社中代表）、（一財）日本郷土民謡協会名誉教授の地主重雄さん、田口市長。

令
和
４
年
度
郷
土
民
謡
民
舞
全
国
大
会

受
章
者
《
敬
称
略
》

◆
功
労
章
／
地
主
重
雄

◆
郷
民
章
／
平
岡
誠
喜
、
藤
原
み
さ
子

第
45
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

春
季
水
泳
競
技
大
会
・
秋
田
県
予
選
会

菊
地
心
さ
ん（
角
館
小
・
５
年
）が

３
種
目
で
優
勝 

全
国
大
会
へ

　
１
月
15
日
、
秋
田
県
立
総
合
プ
ー
ル
（
秋
田
市
）
で
開
催
さ

れ
た
「
第
45
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

春
季
水
泳
競
技
大
会
・
秋
田
県
予
選
会
」
で
菊
地
心
さ
ん
が
、

11
歳
女
子
に
お
い
て
出
場
し
た
50
ｍ
背
泳
ぎ
、
１
０
０
ｍ
背
泳

ぎ
、
４
×
50
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
の
３
種
目
で
見
事
優
勝
、
50

ｍ
自
由
形
で
も
２
位
に
入
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
月
12
日
に
同
所
で
開
催
さ
れ
た
「
第
４
回
秋
田
県

ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
記
録
会
」
の
４
×
50
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
に
出

場
し
た
菊
地
さ
ん
は
、
第
一
泳
者
の
背
泳
ぎ
で
標
準
記
録
を
突

破
、
昨
年
の
夏
季
大
会
に
続
き
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　
菊
地
さ
ん
は
「
今
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
よ
り
も
い
い
記
録
が
出

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
と
な
る
第
45
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会
は
、
３
月
27
日
か
ら
４
日

間
の
日
程
で
東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場
（
東
京
都
）
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

2 月 22 日、西木庁舎に報告に訪れた菊地
心さん。

　
１
月
20
日
か
ら
22
日
に
花
輪
ス
キ
ー
場
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
（
鹿
角
市
）
で
開
催
さ

れ
た
「
２
０
２
３
全
日
本
小
学
生
選
抜
ス
キ
ー

大
会
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
）
秋
田
県
予

選
」
に
神
代
Ｘ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
選
手
た

ち
が
出
場
し
、清
水
健
真
さ
ん（
神
代
小・６
年
）

が
小
学
生
男
子
２・５
キ
ロ
フ
リ
ー
と
同
ク
ラ

シ
カ
ル
で
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か

の
選
手
も
入
賞
す
る
な
ど
健
闘
し
ま
し
た
。

　
入
賞
し
た
選
手
た
ち
は
３
月
10
日
か
ら
長
野

県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。 神

代
Ｘ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
活
躍

２
０
２
３
全
日
本
小
学
生
選
抜
ス
キ
ー
大
会

（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
）
秋
田
県
予
選

右
か
ら
公
地
望
校
長
、
神
代
Ｘ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
八
柳
裕
太
郎
監

督
、
清
水
瑛
太
さ
ん
、
八
柳
璃
空
さ
ん
、
須
田
教
育
長
、
清
水
健
真
さ
ん
、

荒
澤
凛
桜
さ
ん
、
津
嶋
柚
汰
さ
ん
、
清
水
一
平
コ
ー
チ
。

 

小
学
男
子
２・５
キ
ロ
フ
リ
ー  

▼
優
勝
／
清
水
健
真
さ
ん

▼
第
５
位
／
八
柳
璃
空
さ
ん
（
神
代
小
・
５
年
）

▼
第
６
位
／
津
嶋
柚
汰
さ
ん
（
同
・
６
年
）

▼
第
７
位
／
清
水
瑛
太
さ
ん
（
同
・
５
年
）

 

小
学
女
子
２・５
キ
ロ
フ
リ
ー  

▼
第
５
位
／
荒
澤
凛
桜
さ
ん
（
神
代
小
・
６
年
）

 

小
学
男
子
２・５
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル  

▼
優
勝
／
清
水
健
真
さ
ん

▼
第
５
位
／
八
柳
璃
空
さ
ん
（
神
代
小
・
５
年
）

▼
第
６
位
／
津
嶋
柚
汰
さ
ん
（
同
・
６
年
）

▼
第
８
位
／
清
水
瑛
太
さ
ん
（
同
・
５
年
）

 

小
学
女
子
２・５
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル  

▼
第
６
位
／
荒
澤
凛
桜
さ
ん
（
神
代
小
・
６
年
）

　
２
月
７
日
か
ら
長
野
県
野
沢
温
泉
村
で

開
催
さ
れ
た
「
第
60
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
」
に
佐
々
木
碧
波
さ
ん
が
出
場
し
、

ア
ル
ペ
ン
女
子
大
回
転
で
第
11
位
に
入
る

な
ど
健
闘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
出
場
し

た
清
水
快
真
さ
ん
が
男
子
５
キ
ロ
ク
ラ
シ

カ
ル
で
第
12
位
、
秋
田
県
チ
ー
ム
の
第
一

走
者
と
し
て
力
走
し
た
男
子
４
×
5
キ
ロ

リ
レ
ー
で
第
５
位
に
入
り
ま
し
た
。

　
県
大
会
、
東
北
大
会
な
ど
の
結
果
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

佐
々
木
碧
波
さ
ん（
角
館
中
・
３
年
）、

清
水
快
真
さ
ん（
神
代
中
・
２
年
）が
健
闘

第
60
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

 

第
66
回
秋
田
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会  

《
佐
々
木
碧
波
さ
ん
・
ア
ル
ペ
ン
》

▼
女
子
大
回
転
／
第
２
位 

▼
女
子
回
転
／
第
２
位

《
清
水
快
真
さ
ん・ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
》

▼
男
子
５
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
／
第
４
位 

▼
男
子
５
キ
ロ
フ
リ
ー
／
第
４
位

 

第
59
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会  

《
佐
々
木
碧
波
さ
ん
・
ア
ル
ペ
ン
》

▼
女
子
大
回
転
／
第
３
位 

▼
女
子
回
転
／
第
４
位

《
清
水
快
真
さ
ん・ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
》

▼
男
子
５
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
／
第
13
位 

▼
男
子
５
キ
ロ
フ
リ
ー
／
第
20
位

 

第
60
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会  

《
佐
々
木
碧
波
さ
ん
・
ア
ル
ペ
ン
》

▼
女
子
大
回
転
／
第
11
位 

▼
女
子
回
転
／
第
14
位

《
清
水
快
真
さ
ん・ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
》

▼
男
子
５
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
／
第
12
位 

▼
男
子
５
キ
ロ
フ
リ
ー
／
第
44
位 

▼
男
子
リ
レ
ー
４
×
５
キ
ロ
リ
レ
ー
／

第
５
位

左から清水快真さん、須田教育長、佐々木碧波さん。

　
２
月
18
日
、「
第
17
回
北
東
北
小
学
生
選
抜
イ
ン
ド
ア

研
修
大
会
」
が
ニ
プ
ロ
ハ
チ
公
ド
ー
ム
（
大
館
市
）
で

開
催
さ
れ
、
澤
山
心
咲
（
仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア
）・
加
藤
千

尋
（
仙
北
ス
ポ
少
）
ペ
ア
が
小
学
校
５
年
女
子
の
部
で

第
３
位
に
入
り
ま
し
た
。

　
秋
田
、
青
森
、
岩
手
の
北
東
北
の
ほ
か
に
北
海
道
の

選
抜
選
手
も
参
加
し
た
同
大
会
。
16
ペ
ア
が
出
場
し
た

同
部
で
澤
山
・
加
藤
ペ
ア
は
、
予
選
リ
ー
グ
を
順
当
に

突
破
。
惜
し
く
も
準
決
勝
で
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
３

位
と
な
り
健
闘
し
ま
し
た
。

澤
山
心
咲
さ
ん
（
右
・
西
明
寺
小
5
年
）
と
加
藤
千
尋
さ
ん
（
左
・
太
田

東
小
５
年
）
ペ
ア
。

澤山・加藤ペアが
第 3 位に

第 17 回北東北小学生選抜
インドア研修大会

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
進
学
な
ど
に

よ
り
転
出
さ
れ
る
場
合
は
、
手
続
き
が

必
要
で
す

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、
住

所
が
あ
る
市
町
村
で
発
行
す
る
た
め
、

仙
北
市
か
ら
転
出
の
手
続
き
を
す
る
と

仙
北
市
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
が
進
学
や
進
級
の
機

会
に
転
出
さ
れ
る
場
合
や
、
学
生
で

あ
っ
た
方
が
就
職
の
た
め
3
月
中
に
転

出
さ
れ
る
場
合
は
、
世
帯
主（
保
護
者
）

の
申
請
で
仙
北
市
の
保
険
証
を
発
行
で

き
ま
す
。
お
近
く
の
市
役
所
各
庁
舎
・

出
張
所
の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
前
年
も
同
様
の
手
続
き
を
し

て
い
た
方
に
は
、
関
係
書
類
を
世
帯
主

あ
て
に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
更
新

ま
た
は
非
該
当
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

● 

手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

▼ 

学
生
本
人
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
▼ 

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し

（
進
学
の
方
は
、
4
月
以
降
に
提
出
願

い
ま
す
）

▼ 

来
庁
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
書
類（
運
転

免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

国
民
健
康
保
険
係（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
６

職
場
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
後
は
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
使
用
で

き
ま
せ
ん

　
就
職
や
扶
養
認
定
な
ど
で
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
医
療
機

関
な
ど
を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。（
職
場
の

健
康
保
険
証
が
ま
だ
手
元
に
届
い
て
い

な
い
場
合
で
も
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

　
速
や
か
に
市
役
所
各
庁
舎
・
出
張
所

の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口
で
、
国
民

健
康
保
険
を
脱
退
す
る
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
際
は
、

必
ず「
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る

手
続
き
を
行
っ
て
い
る
」旨
を
伝
え
、

新
し
い
健
康
保
険
証
の
交
付
を
受
け
た

ら
、
速
や
か
に
受
診
し
た
医
療
機
関
・

調
剤
薬
局
へ
連
絡
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
後
も
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
医

療
機
関
な
ど
を
受
診
し
て
い
る
場
合

は
、
か
か
っ
た
医
療
費（
仙
北
市
が
負

担
し
た
分
）を
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

カ
レ
ン
ダ
ー
・
お
も
ち
ゃ

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
お
礼

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
２

　
1
月
4
日
か
ら
2
月
15
日
ま
で
、
田
沢

湖
、
角
館
お
よ
び
西
木
の
各
市
民
セ
ン

タ
ー
で「
カ
レ
ン
ダ
ー
」と「
お
も
ち
ゃ
」

の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
た
と

こ
ろ
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
多
数
の
ご
利

用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
ご
家
庭
や
職
場
で

利
用
さ
れ
な
い「
カ
レ
ン
ダ
ー
」と「
お
も

ち
ゃ
」の
有
効
活
用
を
目
的
に
行
っ
た
も

の
で
す
。
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
カ
レ
ン
ダ
ー
の
う
ち
、
約
３
２
０
本
を

「
子
ど
た
ち
の
お
絵
か
き
用
」と
し
て
、「
は

な
さ
き
仙
北
」に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
残
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
約
35
本
は
、
3
月

末
ま
で
角
館
庁
舎
1
階
、
市
民
セ
ン
タ
ー

前
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

対
し
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
関
心
の
高
ま
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願

い
、
来
年
度
も
継
続
し
て
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
角
館
東
地
区
公
民
館
は
、
地
区
公
民
館

と
し
て
現
在
ま
で
旧
校
舎
は
各
種
講
座
、

体
育
館
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
建
設
か
ら
43
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
に
よ
る
不
具
合
や
耐
震
性

の
課
題
な
ど
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
安
心
安
全
な
利
用
の
確
保
の
た
め
、
利

【
問
合
せ
】角
館
公
民
館 
☎（
54
）１
１
１
０

用
者
の
皆
さ
ま
へ
は
代
替
施
設
の
提
示
や

今
後
の
計
画
を
丁
寧
に
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
当
該
施
設
の
閉
鎖
も
含
め
た
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

角
館
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

● 

業
務
内
容
／
事
務
補
助（
住
民
健〈
検
〉

診
用
の
物
品
袋
詰
お
よ
び
ラ
ベ
ル
貼
り

作
業
な
ど
）

● 

募
集
人
数
／
若
干
名

● 

雇
用
期
間
／
4
月
17
日
㈪
～
28
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
は
、
お
休
み
。

● 

勤
務
時
間
／
9
時
～
17
時（
休
憩
1
時
間
）

● 

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹

【
問
合
せ
】保
健
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
５
２

介
状
と
履
歴
書
を
3
月
31
日
㈮
17
時
ま

で
保
健
課（
角
館
庁
舎
）へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い（
郵
送
可
）。

● 

選
考
方
法
／
面
接

※
面
接
日
時
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

申
込
先
／
〒
０
１
４ｰ

０
３
９
２　
　
　

仙
北
市
角
館
町
中
菅
沢
81
番
地
８　
　
　

保
健
課

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

今
回
の
講
師
は
、
北
浦
史
談
会
の
平
岡

三
郎
会
長
で
す
。

　

辰
子
姫
が
百
日
の
祈
願
を
こ
め
た
大
蔵

観
音
。
御
本
尊
は
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
蝦

夷
征
伐
の
時
に
兜
に
入
れ
て
持
っ
て
き
た

小
さ
な
千
手
観
音
像
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
は「
大
蔵
観
音
」に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
の
都
合
に
よ
り
、
事
前
申
し
込
み

と
し
ま
す
の
で
、
受
講
希
望
の
方
は
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
／
3
月
27
日
㈪ 

10
時
～
11
時
30
分

● 

場
所
／
市
役
所
角
館
庁
舎 

１
階　
　

１
０
１・１
０
２
会
議
室

【
問
合
せ
】文
化
財
保
護
室（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
８
４

● 

申
込
受
付
／
3
月
16
日
㈭
～
24
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）　　
　
　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

● 

定
員
／
先
着
30
人

● 

申
込
・
問
合
せ
／
文
化
財
保
護
室　
　
　

☎
43ｰ

３
３
８
４

令
和
４
年
度 

第
3
回
文
化
財
講
習
会

「
大
蔵
観
音
は
な
ぜ
消
滅
し
た
か
」

　

現
在
、
有
効
期
限
が
18
歳
到
達
以
後

最
初
の
年
度
末（
3
月
31
日
）ま
で
の
福

祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、

次
の
該
当
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
新
た
な
区
分
で
福
祉
医
療
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

該
当
要
件
／

▼ 

身
体
障
害
者
手
帳
1
～
3
級
ま
た
は
療

育
手
帳
A
を
お
持
ち
の
方

▼ 

仙
北
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

　

対
象
と
な
る
方
へ
申
請
に
つ
い
て
の

通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
市

役
所
各
庁
舎
、
各
出
張
所
の
国
民
健
康
保

険
担
当
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
4
月
以
降
、
申
請
さ
れ
た
月
の

月
初
め
か
ら
の
該
当
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を

お
持
ち
で
な
い
方
で
、
障
が
い
者
の
区
分

ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭
の
区
分
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
や
、
そ
の
他
不
明
な

点
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
国

民
健
康
保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

現
在
、
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
へ

　

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

方
で
、
次
の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

▼ 

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
が
変
わ
っ

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

国
民
健
康
保
険
係（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
６

た
と
き

▼ 

住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

▼ 

ひ
と
り
親
家
庭
で
は
な
く
な
っ
た
と
き

（
事
実
婚
含
む
）

▼ 

転
出
、
死
亡
し
た
と
き

▼ 

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
の
等
級

が
変
わ
っ
た
と
き

▼ 

受
給
者
証
を
紛
失
、
汚
損
、
破
損
し
た
と

き
▼ 

受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
と
き

　

健
康
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳（
障
が
い
者
の
区
分
で
該

当
し
て
い
る
方
）、
受
給
者
証
、
来
庁
さ

れ
る
方
の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）を
持

参
し
、
お
近
く
の
市
役
所
各
庁
舎
、
各
出

張
所
の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口
へ
届

け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
か
ら
の
お
知
ら
せ
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たくさんのカレンダーが集まりまし
た。ご協力ありがとうございました。

第3回
　文化財講習会
「大蔵観音」
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現
在
運
行
中
の
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー「
よ
ぶ
の
る
角
館
」は
、
4
月
1
日

か
ら
ご
利
用
料
金
が
４
０
０
円
／
回
と

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
仙
北
市
民
の
皆
さ
ま
は
、

市
が
発
行
す
る
1
年
間
有
効
の「
よ
ぶ

の
る
角
館 

仙
北
市
民
カ
ー
ド｣

を
ご
乗

車
の
際
に
運
転
手
に
提
示
す
る
こ
と
で

従
来
ど
お
り
の
３
０
０
円
に
割
引
さ
れ

ま
す
。
こ
の
カ
ー
ド
は
、
次
の
期
間
、

角
館
庁
舎
１
階
特
設
ブ
ー
ス
を
設
け
交

付
し
ま
す
。
ご
来
場
の
際
は
、
運
転
免

許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
、

仙
北
市
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

公
的
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
２

● 

特
設
ブ
ー
ス
開
設
期
間
／　
　
　
　

3
月
20
日
㈪
～
31
日
㈮
の
平
日　
　

10
時
～
16
時

※ 

4
月
3
日
㈪
以
降
は
、
角
館
庁
舎
総
合
案

内
窓
口
で
対
応
予
定

「
よ
ぶ
の
る
角
館
」の
運
賃
変
更
と
市
民
割
引
に
つ
い
て

　
完
全
予
約
制
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
休
日
交
付
を
角
館
庁
舎
限
定

で
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
各
交

付
日
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
交
付
場
所
が
田
沢
湖
・
西

木
庁
舎
と
な
っ
て
い
る
方
も
受
け
取
り

が
可
能
で
す
。

※ 

予
約
し
た
方
の
み
に
限
り
ま
す
。
休
日
受

け
取
り
の
窓
口
は
角
館
庁
舎
の
み
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

● 

交
付
日
時
／
4
月
1
日
㈯
、
2
日
㈰
、

8
日
㈯
、
9
日
㈰ 

9
時
～
16
時

※ 

原
則
本
人
の
来
庁
が
必
要
で
す
。

● 

予
約
・
問
合
せ
／
市
民
生
活
課 

市
民

係 

☎
43ｰ

３
３
０
７（
各
交
付
日
の
3

日
前
ま
で
）

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

市
民
係（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
０
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
受
け
取
り
に
つ
い
て
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　国民年金保険料の納付について、2月20日から現金、
口座振替、クレジットカード、Pay-easy などによる
納付に加え、新たにスマートフォンアプリを使用した
電子（キャッシュレス）決済での納付が利用できるよ
うになりました。
●  利用時必要なもの／
　▶納付書　▶スマートフォン　▶決済アプリ
●  対象決済アプリ（五十音順）／
　▶ auPAY　▶ d 払い　▶ PayB　▶ PayPay
※  d 払いは、株式会社 NTT ドコモの登録商標です。

国民年金保険料がスマートフォンアプリで納付できます

※  PayB については、金融機関などが提供するアプリを含
む。 詳 細 は、PayB の ホ ー ム ペ ー ジ（https://payb.jp/
finance/）をご覧ください。

●  スマホ決済の流れ／①決済アプリをダウンロード　

②氏名・生年月日などを登録　③納付書に記載され

ているバーコードを読み取る　④決済内容を確認　

⑤パスワードを入力

※ バーコードが印字されない納付書（30万円を超える金額
の納付書など）については、ご利用いただけません。

※ 各決済アプリの使用方法などについては、ご利用の決済
事業者にお問い合わせください。

○○ pay

App

①決済アプリをダウンロード
②氏名・生年月日などを登録

請求書支払い 請求書支払い
 日本年金機構
 国民年金保険料
        16, ×××円

決 済

納
付
完
了

③ 納付書に記載されている
バーコードを読み取る

④決済内容を確認
⑤パスワードを入力

➡ ➡ ➡

問合せ：大曲年金事務所
☎0187-63-2296

仙北市農林整備課（角館庁舎）　☎ 43-2207問合せ▶森林環境譲与税について
　平成31年 4月から「森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律」が施行され、毎年、
基準にもとづき森林環境譲与税が仙北市に譲与されています。
　この法律によって譲与税の使途が規定されており、森林の整備に関する施策、森林の整
備を担うべき人材の育成および確保、森林の有する公益的機能に関する普及啓発、木材利
用の促進とその他の森林整備の促進に関する施策の費用に充てることとされています。

仙北市では森林環境譲与税をこのように活用しています

▶森林環境譲与税活用事業について
　森林所有者が管理できない場合、所有者
の委託を受けて仙北市が自ら管理を行った
り、または意欲と能力のある林業経営体に
再委託することで、林業経営の効率化、適
正な森林管理の一体的な促進を図り、林業
の持続的な発展と森林の有する多面的機能
の発揮に資することを目的に、次のような
事業に取り組んでいます。

▶森林環境譲与税の使途について
　森林環境譲与税の活用内訳は、次のとおりです。

事業区分 令和元年度
事業総額

令和 2 年度
事業総額

令和 3 年度
事業総額 事業内容

意向調査の準備
作業 151 万 5 千円 421 万 3 千円 385 万円 森林の現状や要整備箇所の把握、意向調査の優先順位

を作成するアドバイザー業務を委託

意向調査 302 万 9 千円 1,122 万円 880 万円 森林経営管理法にもとづき未整備森林所有者へ対し、
アンケートによる意向調査を実施

森林経営管理権
設定 ー 269 万 5 千円 946 万円 意向調査の結果、市に管理を委ねたいと申し出の森林

について集積計画原案策定および集積計画を実施
経営管理権設定
森林間伐 ー ー 495 万 8 千円 経営管理権を設定した森林の保育間伐（切捨間伐）を

実施

林地台帳地図
作成 ー 316 万 8 千円 222 万 2 千円

森林の所有者、所在地、面積、境界などを把握し、森
林の施業推進を図るため導入している林地台帳システ
ムの作成業務

林地台帳シス
テム機能追加 ー 398 万 8 千円 ー 森林経営管理制度にかかる機能追加

森林 GIS 保守
業務 ー ー 36 万 8 千円 システムの情報などを最新の情報に更新し、不具合を

修正する業務
林道・作業道
維持補修 ー 2,876 万 1 千円 2,825 万 2 千円 未整備森林の整備に必要な林道・作業道の維持管理を

実施

基金積立金 2,184 万 7 千円 2,386 万 9 千円 2,202 万 3 千円 今後増大すると予想される森林経営管理法にもとづく
市自らによる森林整備に備えた積立

合計 2,639 万 1 千円 7,791 万 4 千円 7,993 万 3 千円

● 令和元年度は、地域林政アドバイザーとの協議で抽出された私
有林人工林で、管理が適切に行われていない森林94.96ヘクター
ルについて所有者への意向調査を実施しました。

● 令和２年度は、令和元年度に引き続き 366.68 ヘクタールにつ
いて意向調査を実施したほか、前年度に実施した意向調査の結
果、市に経営や管理を委ねることを検討したいと申し出のあっ
た森林22.13ヘクタールの経営管理権集積計画を策定しました。

● 令和 3 年度は、前年度に引き続き 292.44 ヘクタールについて
意向調査を実施したほか、令和 2 年度に策定した経営管理権集
積計画にもとづき仙北市が経営管理権を取得。森林経営管理制
度にもとづき経営が見込まれない森林について、市町村森林経
営管理事業によって切り捨て間伐を実施しました。

● 令和４年度は、令和 3 年度に引き続き、森林経営管理制度にも
とづき森林整備を実施しています。

※金額は、各年度の決算額

詳細は
こちらから→

詳細については、仙北市ホームページ（https://www.city.semboku.akita.
jp/news_topics/whatsnew.php?id=3566）に掲載しています。



▶ご意見・ご質問などがありましたら、電話（☎ 43-2296）またはメールでお寄せください。

企業債 (借金) 一般会計
出資金

内部留保資金
［ 自己財源］

その他 (受益者負担金など)

工事負担金

企業債
利息 維持管理費

無償給水分など

水道料金など

内部留保へ

繰出基準にもとづく一般会計繰入金
一般会計負担金

料金回収率 給水原価 供給単価
約
104.9

％

約
181.4

円

約
190.3

円

統 

合 

前

Ｈ
28
年
度

約
72.6

％

約
269.6

円

約
195.7

円

統 

合 

後

Ｒ
3
年
度

➡ ➡ ➡

下水道事業の財源構成 (イメージ)

国庫補助金 企業債 (借金) 一般会計
出資金

【 建設改良費に対する財源構成 】

国庫補助金

【 管理運営費に対する財源構成 】

➡
➡
➡

維持管理費
下水道施設にかかる費用

人件費 など

使用料対象経費

資本費
企業債の償還にかかる費用 (元金および利息)

雨水処理費
など

現行使用料 一般会計からの補てん

国の求める「 適正な使用料」

繰出基準にもとづく一般会計繰入金

繰出基準にもとづく一般会計繰入金

一般会計
負担金

一般会計
負担金

仙北市上下水道事業について仙北市上下水道事業について
　今回は、前回お伝えした事業運営にかかるお金に対して、どのように賄われているか

【財源構成（イメージ）】と料金改定の背景についてお伝えします。

メール　　 gyomu@city.semboku.akita.jp（水道）　　gesui@city.semboku.akita.jp（下水道）

水道事業の財源構成 (イメージ)

【 建設改良費・企業債償還元金に対する財源構成 】

【 維持管理費などに対する財源構成 】

● 簡易水道事業の統合推進
→ 　厚生労働省が簡易水道事業の経営基盤強化のため、平成 19 年度から平成 28 年度までの 10 年間で統

合推進の国庫補助事業を行い、この期間終了後、統合を行わない簡易水道事業は、建設改良の国庫補助事
業の対象外となることとなった

● 簡易水道事業の統合の状況
→ 　平成 29 年 3 月に既存の水道事業会計（田沢湖・角館地区の上水道２事業､ 簡易水道事業８事業）と簡

易水道事業特別会計（西木地区の簡易水道事業５事業）を統合
● 水道事業の現状
→ 　統合上水道事業となり、減価償却費と企業債償還の負担が倍増したことに伴い、料金回収率や給水原価

などの経営指標の数値が悪化、平成 30 年度から赤字決算が続き厳しい状態
→ 　維持管理する水道管総延長は約 377㎞あり、そのうちの 34.4％にあたる 129.6㎞が法定耐用年数の

40 年を超過
● 水道事業の今後
→ 　人口減少や水需要の減少により、経営環境の厳しさがさらに増していく
→ 　旧簡易水道事業は、条件不利地域に立地しているため、地理的に施設の統廃合などは難しく、給水原価

や給水コストの大幅な引き下げにつながるような経営の効率化は困難
→ 　事業全体で多くの施設や管路が更新時期を迎え、更新事業にかかる経費を今後 10 年間で約 37 億 2,500

万円と試算しているが、料金改定をせずに経営を続けた場合、数年後には資金不足を起こす可能性
現状のままでは、水道事業の持続的な経営・更新需要に応じた財源の確保ができない！

  料金改定の背景  

▶ 供給単価…　水１㎥の販売単価がいくらかをみる指標
▶ 給水原価…　水１㎥を給水するのに、いくらの費用を要するかをみる指標
▶ 料金回収率…　給水にかかる費用がどの程度、水道料金で賄えているかを表した指標

解解  

説説

● 下水道使用料の水準（目安）
→ 　総務省が使用料単価で汚水処理原価を回収できない事業については、使用料単価を 150 円 /㎥に引き

上げることを示し、最低限行うべき経営努力として 3,000 円 /20㎥・月を前提として使用料の適正化を
図るよう通知

● 下水道事業の現状
→ 　人口密度が低く、汚水処理原価が使用料単価を上回る「原価割れ」の状態
→ 　経費回収率が 100％を大きく下回る水準
● 下水道事業の今後
→ 　人口減少や節水意識の高まりなどを受け、使用料収入が減少し経営環境がさらに厳しくなる
→ 　新設事業は減り、更新事業にかかる経費や維持管理費が増加
● 「社会資本整備総合交付金交付要綱」の改正
→ 　国土交通省に、経費回収率の向上に向けたロードマップ（概ね 10 年程度での段階的な使用料適正化や

経営改善などの具体的取組、実施予定時期および業績目標を記載）を策定・提出
→ 　ロードマップに定めた業績目標を達成できない場合や令和７年度以降、供用開始後 30 年以上経過して

いるにも関わらず、使用料単価が 150 円 /㎥未満であり、かつ経費回収率が 80％未満であり、かつ 15
年以上使用料改定を行っていない場合は、社会資本整備総合交付金の重点配分の対象外　　　　　　　　

（建設改良費に対する大きな財源である国庫補助金が受けられない可能性）

  料金改定の背景  

　現状のままでは、必要な施設設備の更新が進まず、　　　　　　　　　　
下水道サービスの継続そのものが困難となってしまう！

▶ 使用料単価…　汚水１㎥を処理する際に、いくらの使用料を徴収しているかを表す指標
▶ 汚水処理原価…　 汚水１㎥あたりの、維持管理費・資本費の両方を含めた汚水処理に要

したコストを表す指標
▶ 経費回収率…　使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄えているかを表した指標

解解  

説説

令
和
3
年
度

約 134 円
約 230 円
約 58.3％

現行使用料での財源構成

仙北市上下水道課
（角館庁舎）　☎ 43-2296問合せ
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料金回収率は 100％以上を求められるが、
統合後は下回る結果となっている。
また、給水原価が供給単価を上回り、投
資規模に見合う収益が確保できていない。
料金収入の確保が求められる。

現行使用料を約 2.7 倍



　秋田県議会議員一般選挙は、3 月 31 日㈮に告示、
4 月９日㈰に投開票の予定です。入場券は世帯主の方
宛に世帯員分をまとめて送付します。

◆選挙権の要件　※ 県外へ転出した方は投票できません。

　次の条件をすべて満たし、選挙人名簿に登録され
ている方
年齢／平成 17 年 4 月 10 日以前に生まれた方
住 所／▶令和４年 12 月 30 日以前から引き続き仙北

市に住んでいて、住民基本台帳に登録されている方
▶ 引き続き 3 か月以上仙北市に居住し住民基本台帳

に記載されていた方で、仙北市に住所を有しなく
なってから4か月を経過しない方のうち、転出先（秋
田県内に限る）の選挙人名簿に登録されていない方

※ 令和 4 年 12 月 31 日以降に秋田県内の市町村間で住所を異動
した方は、異動前の住所地で投票することができます。異動前
住所地での投票の際は、下記①または②の方法で、［引き続き県
内に住所を有しているか］の確認をさせていただきます。

① 「引き続き県内に住所を有する旨の証明書」の提示…持参して
いただくと受付がスムーズです。

　この証明書は、住民基本台帳ネットワークを通じてどちらの役
所窓口でも発行できます。仙北市では、4 月 1 日から 9 日まで
の期間、期日前ないし当日投票所開設時間内において田沢湖、角
館および西木の各庁舎の住基担当窓口で無料発行しますが、土
日休日および平日の 17 時 15 分以降 20 時までの間は、角館庁舎
のみでの発行となります。投票所での受付の際、係にご提示くだ
さい。
② その旨を、投票所でお申し出いただく
　事務局で確認します。確認時には少々お待ちいただきますこと
ご了承ください。

◆当日の投票所
　入場券が届きましたら、投票所を必ず確認してください。
投票区 投票所

田
沢
湖
地
域

田沢 田沢交流センター
石神 石神会館
武蔵野 仙北市民会館
生保内 田沢湖総合開発センター
潟 思い出の潟分校
岡崎 岡崎生活総合センター
神代 田沢湖福祉医療センター
梅沢 森腰構造改善センター
卒田 卒田会館

角
館
地
域

北 外町交流広場
南 角館高校（定時制課程）駒草キャンパス体育館
東 角館庁舎
西 角館中学校
中川 中川コミュニティセンター
雲沢 雲沢集落センター
西長野 西長野交流センター
白岩 白岩小学校

西
木
地
域

上桧木内 紙風船館
桧木内 西木総合健康増進センター（吉田体育館）
西明寺北 かたくり館
西明寺南 西木庁舎

◆期日前・不在者投票ができる期間

4月1日（土）～8日（土）
　期日前投票を予定している方は、開設期間および時
間が投票所により異なるため、ご注意ください。

投票所 期日前投票が
できる期間 投票時間

田沢湖総合開発
センター 4月1日㈯～

8日㈯
8:30 ～ 20:00

西木庁舎
タカヤナギ
ワンダーモール店 9:00～20:00
神代出張所

4月3日㈪～
8日㈯ 8:30 ～ 17:00田沢出張所

桧木内地区公民館
紙風船館

　期日前投票にお越しの際は、入場券裏面の「期日前
投票宣誓書兼請求書」にあらかじめ記入し、ご持参い
ただくと、受付がとてもスムーズです（入場券を持参
しなくとも、投票は可能です）。

2 　滞在先（出稼ぎなど）で不在者投票を行う場合は、
お早めに請求してください（仙北市役所各庁舎およ
び各出張所窓口に 3 月 22 日㈬から、請求書を準備
します）。

3 　病院などの指定施設に入院・入所されている場合
は、施設の担当者におたずねください。

1 　期日前投票は、お住まいの地域に関係なく次の
7 投票所いずれでも投票できます。

4 　郵便による不在者投票（郵便投票証明書をお持ち
の方）は、4 月 5 日㈬までに請求してください。

◆郵便などによる不在者投票について
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、介護保険証をお持
ちで、一定の要件に該当する方は所定の手続きで、郵
便などによる不在者投票ができます。あらかじめ、当
選挙管理委員会から「郵便等投票証明書」の交付を受
けておく必要がありますので、ご注意ください。
※ 　新型コロナウイルス感染症により療養などされている方も、一

定の要件を満たす場合、郵便での投票ができるようになりました。
詳しくは、選挙管理委員会へお問い合せください。

　 　なお、仙北市ホームページ（https://www.city.semboku.
akita.jp/citizens/senkyo_tokureyubin.html）　　　　　　　
からもご確認いただけます。

投・開票予定日

仙北市選挙管理委員会問合せ

投票  7:00 ～ 19:00（市内21投票所）

開票  20:30 ～（角館交流センター）

☎43-1150

秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙 のお知らせ

4月月9日（日）

にしき園だより
問  にしき園　☎47-3211

　にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に日常的な医療やリハ　にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に日常的な医療やリハ
ビリなどを行い、生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設ですビリなどを行い、生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設です

【利用者の状況】
1月末 95人

2月入所    7人
2月退所  10人

2月末 92人
平均要介護度  2.80

－　第32号　－

感染症予防のため、しばらくの間、ご面会はガラス越しで対応させていただいております。感染症予防のため、しばらくの間、ご面会はガラス越しで対応させていただいております。

その際、ハンディインターホンを使用しての会話が可能ですのでご利用ください。その際、ハンディインターホンを使用しての会話が可能ですのでご利用ください。

介護職員を募集しています。介護職員を募集しています。
お気軽にお電話ください。お気軽にお電話ください。

　にしき園では季節に応じた色々な行事やレクリエーションを開催して
います。2月は季節の変わり目となる『節分』が行われました。職員が扮
した鬼へ豆をまき、利用者さまの無病息災を願いました。卯年の今年は年
男・年女が 9人おり、そのうち、なんと 96歳になる方々が５人いました。
　今後も、３月は『ひな祭り』、４月は『花見』と楽しい行事やレクリエーショ
ンを計画し、利用者の皆さまに喜んでいただけるよう取り組みます。
　まだ、コロナ禍で面会も思うようにならず、ご不便をおかけしておりま
すが、その分スタッフ一同、楽しく明るく、元気に過ごしていただけるよ
う努めます。

保
健
と
健
康
の
掲
示
板

シリーズ～第2期けんこう仙北21計画　重点分野　たばこ～

たばこについて、考えようたばこについて、考えよう

～受動喫煙による影響～
▶ 大人…肺がん、COPD、脳血管疾患 など
▶ 妊婦…低出生体重児、胎児発育遅延 など
▶ こども…�乳幼児突然死症候群、喘息、中耳炎、

虫歯 など

問合せ／仙北市保健課　☎ 43-2252

たばこは有害
　たばこの煙には、約200種類以上の有害物質
が含まれており、がん、COPD（閉塞性肺疾患）、
脳卒中、動脈硬化、歯周病など様々な病気のリス
クを高める原因の一つです。
　また、たばこを吸わない人が、自分の意思とは
関係なくたばこの煙を吸い込んでしまうことを

「受動喫煙」といい、たばこの有害物質は、たば
この先から立ち上る「副流煙」や喫煙者の「呼気」
に多く含まれています。そのため、受動喫煙によ
る健康被害は、喫煙者のものを上回るといわれて
います。

～受動喫煙を防ぐために～
　換気扇の下、空気清浄機のある喫煙所、ベラン
ダでタバコを吸っても、においや害は取り除くこ
とはできません。

【喫煙者が気を付けること】
① 非喫煙者の近くでたばこを吸わない
② �吸った後すぐに非喫煙者と会話をしない（30

分は時間をあける）
③ 喫煙スペースを守る

～電子たばこも健康に影響を与えます～
　最近では電子たばこを利用する人も増えていま
す。燃焼式のたばこより健康への影響が少ないと
思われている場合があります。しかし、電子たば
こにも有害物質が含まれていることが分かってい
ますので、種類に問わず、喫煙は健康を脅かす一
つです。

煙のない一服に変えてみませんか？
～たばこから卒業するために～
▶ たばこに近づかない
▶ �食後の一服をやめて、すぐ歯磨きをする習慣を

作る
▶ �たばこの代わりのものを（ニコチンパッチ・ガ

ムなど）取り入れる
▶ �吸いたくなったら体を動かしたりして、リフ

レッシュする　など

禁煙の効果
　「たばこを吸わないとイライラする」は脳の錯
覚といわれています。禁煙することで、「息切れ
しなくなる」「食事がおいしくなる」「肌の調子が
よくなる」など、ほかにもよいことはたくさんあ
ります。禁煙を「たばこから自由になること」と
肯定的に捉えなおし、禁煙にチャレンジしてみま
しょう。
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令和 4 年度 　
令
和
４
年
度
仙
北
市
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
（
仙
北
市
教
育
委

員
会
主
催
、
角
館
図
書
館
後
援
会・

㈱
新
潮
社
後
援
）
が
行
わ
れ
、
応

募
総
数
91
点
の
中
か
ら
仙
北
市
長

賞
に
小
中
学
校
の
部
は
加
藤
錬
さ

ん
（
角
館
中
学
校
２
年
）、
高
校
の

部
は
赤
倉
聖
音
さ
ん
（
角
館
高
校

３
年
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
仙
北

市
長
賞
の
受
賞
作
品
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
原
文
の
ま
ま
ご
紹
介
し

ま
す
。仙北市読書感想文読書感想文

「
私
も
い
つ
か
バ
ト
ン
を
渡
し
た
い
」

角
館
高
校
３
年　

赤
倉 

聖
音

　

「
困
っ
た
。
全
然
不
幸
で
は
な
い
の

だ
。」
か
ら
始
ま
る
こ
の
本
は
、
私
に

と
っ
て
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
本
で
あ

り
、
家
庭
の
こ
と
で
悩
む
人
の
心
の
支

え
に
な
る
一
冊
だ
。
主
人
公
は
人
生
で

姓
が
何
回
も
変
わ
っ
て
い
き
、
最
後
は

ひ
と
り
親
家
庭
で
育
っ
て
い
く
。
私
も

母
子
家
庭
で
育
っ
た
。
だ
か
ら
か
、
共

感
す
る
場
面
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ

っ
た
。

　

私
は
中
学
校
三
年
生
の
と
き
、
姓
が

変
わ
っ
た
。
受
験
シ
ー
ズ
ン
な
ど
色
々

な
こ
と
が
重
な
り
た
く
さ
ん
の
方
か
ら

心
配
し
て
も
ら
っ
た
。
心
配
の
度
合
い

と
同
じ
く
ら
い
、
可
哀
想
だ
と
い
う
目

で
も
見
ら
れ
た
と
思
う
。
大
変
で
は
な

い
の
か
と
言
わ
れ
る
と
百
パ
ー
セ
ン
ト

Ｎ
Ｏ
と
は
言
え
な
い
が
、
料
理
や
洗
濯

な
ど
今
ま
で
手
伝
っ
て
い
た
家
事
の
量

が
少
し
多
く
な
る
だ
け
の
こ
と
。
今
か

ら
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
練
習
だ
と
思
え

ば
だ
ん
だ
ん
楽
し
く
な
っ
て
「
次
は
こ

う
し
よ
う
」「
こ
う
す
れ
ば
、
う
ま
く

い
き
そ
う
」
と
思
い
な
が
ら
や
っ
て
い

る
。
た
ま
に
、
洗
濯
の
ス
タ
ー
ト
ボ
タ

ン
を
押
さ
な
か
っ
た
り
フ
ラ
イ
パ
ン
を

焦
が
し
た
り
し
た
が
、
そ
れ
も
今
で
は

良
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

本
の
最
初
の
言
葉
に
は
、
も
の
す
ご
く

共
感
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
不
幸
」

は
い
っ
た
い
誰
が
決
め
る
の
か
と
疑
問

に
思
っ
た
。
周
り
の
人
、
親
、
い
ろ
ん

な
人
が
浮
か
ん
だ
が
、
結
局
は
自
分

だ
と
思
っ
た
。
自
分
が
不
幸
だ
と
思
う

理
由
も
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
。
お
金
が
な

い
か
ら
不
幸
だ
と
言
う
人
も
い
れ
ば
、

お
金
は
な
い
け
ど
充
実
し
た
生
活
が

で
き
て
幸
せ
だ
と
い
う
人
も
い
る
と
思

う
。
も
し
か
し
た
ら
、
お
金
は
あ
る
の

に
不
幸
だ
と
い
う
人
も
い
る
か
も
知
れ

な
い
。
十
人
十
色
の
人
生
が
あ
っ
て
面

白
い
と
思
う
。
し
か
し
、
不
幸
な
の
か

は
自
分
が
決
め
る
こ
と
で
あ
り
他
人

に
決
め
ら
れ
る
必
要
は
な
い
。

　

時
間
を
忘
れ
る
よ
う
に
本
書
を
読

み
進
め
た
が
、
中
盤
に
な
っ
て
も
わ
か

ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

「
バ
ト
ン
」
を
表
す
意
味
だ
。
最
初
は
、

離
婚
し
た
親
を
バ
ト
ン
で
表
し
て
い
る

と
思
っ
た
が
、
終
盤
の
文
章
を
読
ん

で
、
バ
ト
ン
は
親
か
ら
の
愛
情
を
表
し

て
い
る
と
い
う
考
え
に
行
き
着
い
た
。

リ
レ
ー
で
使
う
バ
ト
ン
の
よ
う
に
生
み

の
親
か
ら
次
の
親
へ
ま
た
親
へ
そ
の
愛

情
と
い
う
バ
ト
ン
を
ど
こ
か
で
失
わ
な

い
よ
う
に
、
減
ら
な
い
よ
う
に
そ
の
ま

ま
の
愛
情
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
た
。
愛
情
は
必
ず
血
の
つ
な
が

っ
た
親
か
ら
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
か
、
ひ
と
り
親
家
庭
だ
と
愛
情
は

減
る
の
か
、
そ
れ
は
違
う
と
こ
の
本
で

強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

「
明
日
が
二
つ
に
な
っ
た
」
本
で
一

番
印
象
に
残
っ
た
言
葉
だ
。
親
の
明
日

と
、
自
分
よ
り
た
く
さ
ん
の
可
能
性

と
み
ら
い
を
含
ん
だ
主
人
公
の
明
日
が

く
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
普
通
は
、

明
日
な
ん
て
二
つ
来
な
い
し
、
時
間
も

同
じ
二
十
四
時
間
し
か
来
な
い
が
、
と

っ
て
も
素
敵
な
言
葉
だ
。
た
く
さ
ん
の

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

使
い
方
を
間
違
っ
て
は
い
け
な
い
。
言

葉
は
、
身
に
つ
け
ら
れ
な
い
ア
ク
セ
サ

リ
ー
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
う
。
イ
ヤ

リ
ン
グ
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
身
に
つ
け
る
と
気
持
ち
が
華

や
か
に
な
る
。
言
葉
と
い
う
見
え
な
い

ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
相
手
の
心
を
暖
か

く
す
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
あ
り

が
と
う
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
私
が

好
き
な
言
葉
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
相
手
に
感
謝
の
言
葉

を
伝
え
ら
れ
る
魔
法
の
言
葉
だ
か
ら

だ
。
し
か
し
、
好
き
な
言
葉
と
同
時
に

普
段
親
に
伝
え
た
く
て
も
伝
え
ら
れ

な
い
言
葉
で
も
あ
る
。
伝
え
ら
れ
な
い

と
い
う
よ
り
は
、
恥
ず
か
し
く
て
言
え

な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

　

「
大
好
き
だ
よ
」
と
い
う
言
葉
も
だ
。

た
っ
た
五
文
字
だ
が
言
う
に
は
と
て
も

勇
気
が
い
る
。
母
は
い
つ
も
言
っ
て
く

れ
る
の
に
私
は
ほ
と
ん
ど
言
っ
た
こ
と

が
な
い
。私
が
十
七
歳
の
誕
生
日
の
時
、

な
ぜ
か
母
が
私
を
抱
き
し
め
て
「
も

う
十
七
歳
、
は
や
い
ね
」
と
い
っ
た
と

き
が
あ
っ
た
。
小
さ
い
時
に
抱
き
し
め

た
と
き
よ
り
母
は
、
昔
よ
り
も
痩
せ
て

い
て
小
さ
く
感
じ
て
悲
し
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
抱
き
し
め
て
く
れ
た
と
き
の

暖
か
さ
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ

ど
覚
え
て
い
る
。
こ
れ
が
愛
情
な
ん
だ

と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
母
か

ら
も
ら
っ
た
愛
情
を
い
つ
か
誰
か
に
渡

せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
母
が
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
自
分
も
で
き
る
の
か
不
安

に
な
る
。

　

こ
の
本
に
は
、
愛
情
の
あ
る
言
葉
と

と
も
に
主
人
公
と
そ
れ
ぞ
れ
の
親
と
の

思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
。

ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
り
、
一
緒
に
食
後
の

デ
ザ
ー
ト
を
食
べ
た
り
し
て
い
る
。
一

緒
に
住
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
あ
た
り
前

と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
は
あ
た
り
前
で
は
な
い
の

だ
。
一
緒
に
住
ん
で
い
て
も
過
ご
す
時

間
が
短
か
け
れ
ば
思
い
出
を
作
る
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
母
と
同
じ
家

に
住
ん
で
も
、
会
話
で
き
る
時
間
は

少
な
い
。
そ
れ
で
も
私
と
の
時
間
を
た

く
さ
ん
作
り
愛
情
を
注
い
で
く
れ
て
い

る
。
そ
ん
な
母
の
姿
を
ず
っ
と
み
て
き

た
。
誰
に
も
真
似
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

娘
の
私
だ
っ
て
難
し
い
、
そ
う
思
っ
た

時
こ
の
本
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
、
母
の
よ
う
な
人
に
な
り
た
い

と
い
う
夢
が
で
き
た
と
同
時
に
思
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
私
も
い
つ
か

バ
ト
ン
を
渡
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。

私
も
い
つ
か
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
日
が
来

る
ま
で
、
母
か
ら
も
ら
っ
た
愛
情
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
。

◆
読
ん
だ
本
／
『
そ
し
て
、
バ
ト
ン
は

渡
さ
れ
た
』（
著
者 

瀬
尾
ま
い
こ
）

「
言
葉
の
裏
側
に
あ
る
人
と
そ
の
言
葉
」

角
館
中
学
校
２
年　

加
藤 

錬

　

読
書
感
想
文
を
何
の
本
で
書
こ
う
か

迷
っ
て
い
る
時
に
、
親
か
ら
一
冊
の
本

を
薦
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
浦
し
を
ん
さ
ん
の
「
舟
を
編
む
」

と
い
う
本
を
で
す
。
読
書
感
想
文
の
課

題
も
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
良
い
と
思
っ
て
、

読
ん
で
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
本
の
あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
説
明

す
る
と
、
僕
た
ち
が
普
段
、
国
語
の
授

業
な
ど
で
も
使
っ
て
い
る
辞
書
を
作
る

側
の
人
た
ち
の
物
語
で
す
。
出
版
社
の

営
業
部
員
で
主
人
公
で
も
あ
る
馬
締
光

也
は
、
と
て
も
変
わ
っ
て
い
る
男
で
、

周
り
か
ら
は
変
な
や
つ
み
た
い
な
マ
イ

ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
あ
る
時
、
馬
締
と
は
全
く

と
い
っ
て
良
い
程
真
逆
な
性
格
の
西
岡

と
い
う
男
に
言
葉
の
鋭
い
感
性
を
買
わ

れ
、
辞
書
編
集
部
と
い
う
辞
書
を
作
る

人
た
ち
が
集
ま
る
と
こ
ろ
に
引
き
抜
か

れ
て
物
語
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
馬
締

や
西
岡
の
他
に
、「
辞
書
に
人
生
を
捧

げ
て
き
た
男
」
荒
木
な
ど
、
個
性
豊
か

な
人
々
が
登
場
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
彼
ら
が
作
成
し
て
い
る
辞
書

の
タ
イ
ト
ル
は
「
大
渡
海
」
と
言
い
ま

す
。
こ
の
辞
書
の
タ
イ
ト
ル
こ
そ
が
、

こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

「
辞
書
は
言
葉
の
海
だ
。
辞
書
編
集

部
は
こ
の
言
葉
の
海
を
渡
っ
て
い
け
る

舟
を
編
ん
で
い
く
の
だ
。」

　

と
い
う
意
味
で
「
大
渡
海
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
辞
書
で
あ
り
、「
舟
を
編

む
」
と
い
う
作
品
名
な
の
で
す
。

　

こ
の
本
、
つ
ま
り
「
大
渡
海
」
は
最

終
的
に
完
成
す
る
の
で
す
が
、
そ
の

完
成
ま
で
に
か
か
っ
た
年
月
は
、
十
五

年
も
の
時
間
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
十
五
年
と
い
う
長
い
歳
月
を
一
冊

に
ま
と
め
て
い
る
の
も
、
こ
の
本
の
魅

力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

辞
書
編
集
部
は
主
に
、
馬
締
と
西

岡
の
若
手
二
人
と
、
荒
木
と
松
本
の
ベ

テ
ラ
ン
二
人
の
計
四
人
が
メ
イ
ン
と
な

っ
て
辞
書
を
作
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

四
人
だ
け
で
辞
書
を
作
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
裏
に
は
支
え
て
い
る
人

た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
色
ん
な
人
た

ち
の
力
で
「
大
渡
海
」
を
作
っ
て
い
く

辞
書
へ
の
感
動
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
の
時
代
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
か
ら
、
辞
書
な
ど
ア
ナ
ロ
グ
な

物
を
使
う
機
会
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
僕
た

ち
の
通
う
学
校
で
も
、
一
人
に
一
台
タ

ブ
レ
ッ
ト
が
配
ら
れ
、
授
業
の
中
で
、

分
か
ら
な
い
こ
と
を
調
べ
た
り
、
共
有

し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。僕
も
、

授
業
以
外
で
辞
書
を
使
う
か
と
聞
か

れ
た
ら
、
正
直
「
い
い
え
」
と
答
え
ま

す
。
そ
ん
な
今
の
時
代
で
も
長
い
年

月
を
か
け
て
辞
書
を
作
っ
て
い
る
人
た

ち
を
尊
敬
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
で

あ
れ
、
一
つ
の
こ
と
に
人
生
を
捧
げ
る

と
い
う
の
は
、
自
分
が
心
の
底
か
ら
意

欲
が
あ
り
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
な

い
と
や
れ
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
何
よ
り
、
そ
の
仕
事
が
好
き
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
僕
は

ま
だ
本
当
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る

も
の
を
ま
だ
自
分
の
中
で
は
見
付
け

ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
物
語
の
よ
う
に
、
僕
た
ち
の
周
り

に
は
、
僕
た
ち
を
支
え
て
く
れ
て
い
る

人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
は
知
っ

て
い
る
の
で
、
家
族
だ
け
で
な
く
、
先

生
方
や
地
域
の
人
た
ち
に
感
謝
し
て

生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
僕
が
こ
の
本
を
読
ん
だ
か
ら

と
い
っ
て
辞
書
編
集
の
仕
事
に
就
こ
う

と
は
思
い
ま
せ
ん
。
辞
書
に
愛
着
が
湧

い
て
、
辞
書
を
使
う
機
会
が
こ
れ
か
ら

増
え
る
か
と
言
わ
れ
た
ら
、
そ
う
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
校
生
活

に
お
い
て
、
あ
っ
て
当
た
り
前
に
思
っ

て
い
た
辞
書
も
、
誰
か
が
長
い
年
月
を

か
け
て
努
力
し
て
自
分
た
ち
の
た
め

に
作
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

感
謝
し
た
い
で
す
。
こ
れ
は
辞
書
だ
け

で
な
く
、
例
え
ば
給
食
や
家
な
ど
も

誰
か
の
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
出

来
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
忘
れ
ず
に
生
活

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
自
分
が
何
か
に
打

ち
込
ん
で
い
き
努
力
が
積
み
重
な
っ

て
、
最
終
的
に
形
や
結
果
と
し
て
表

れ
た
時
の
感
動
や
達
成
感
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
言
葉
そ
れ
自
体
に
真
摯
に

向
き
合
う
馬
締
に
も
心
を
打
た
れ
ま

し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
僕
自
身
の
言

葉
が
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま

し
た
。
一
つ
の
言
葉
に
た
く
さ
ん
の
時

間
と
労
力
を
割
い
て
辞
書
は
作
ら
れ

ま
す
。
僕
た
ち
が
何
気
な
く
使
っ
て
い

る
そ
の
場
限
り
の
類
型
的
な
言
葉
の

連
続
は
、
実
の
と
こ
ろ
言
葉
に
厚
み
が

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

有
名
な
誰
か
が
話
し
た
言
葉
の
内

容
や
言
い
方
を
真
似
す
る
と
い
う
の

は
、
確
か
に
そ
の
時
代
の
流
行
に
乗
っ

て
い
る
と
い
う
点
で
は
良
い
こ
と
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
こ
に

僕
の
言
葉
は
あ
る
の
か
と
考
え
る
と
、

単
に
有
名
な
人
の
言
葉
を
な
ぞ
っ
て
い

る
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
表
現

や
言
い
方
を
す
れ
ば
相
手
に
ど
う
伝

わ
る
の
か
を
考
え
て
言
葉
を
使
っ
て
い

く
こ
と
は
、
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す

が
、
そ
の
努
力
自
体
が
言
葉
を
上
手

く
使
う
人
の
前
提
条
件
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ま
た
、
日
常
生
活
の
言
葉

遣
い
や
、
言
葉
の
一
語
一
語
の
意
味
や

連
な
り
を
、
自
分
な
り
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

◆
読
ん
だ
本

『
舟
を
編
む
』（
著
者 

三
浦
し
を
ん
）

小中学校の部
仙北市長賞

 

小
中
学
校
の
部 

◆ 

仙
北
市
長
賞

角
館
中
学
校　
２
年　
加
藤
錬

◆ 

角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞

桧
木
内
小
学
校
３
年　
佐
藤
寧
音

◆ 

仙
北
市
教
育
長
賞

西
明
寺
小
学
校
１
年　
小
田
長
史
龍

西
明
寺
小
学
校
６
年　
佐
藤
瑶
姫

◆ 

新
潮
文
庫
賞
【
特
別
賞
】

西
明
寺
中
学
校
２
年　
猪
本
侑
来

（
入
選
も
受
賞
）

◆ 

奨
励
賞

西
明
寺
小
学
校
２
年　
鈴
木
一
耀

西
明
寺
小
学
校
２
年　
原
颯
介

神
代
小
学
校　
３
年　
髙
橋
結
希
愛

角
館
小
学
校　
４
年　
田
口
徳
真

白
岩
小
学
校　
５
年　
木
村
光
来

角
館
小
学
校　
６
年　
坂
本
結
羽

神
代
中
学
校　
１
年　
小
原
理
子

角
館
中
学
校　
１
年　
佐
川
愛
華
里

◆ 

入
選

西
明
寺
小
学
校
１
年　
畠
山
絢
依

桧
木
内
小
学
校
２
年　
佐
藤
叶
望

白
岩
小
学
校　
４
年　
髙
橋
雪
華

角
館
小
学
校　
４
年　
鈴
木
心
結

神
代
小
学
校　
５
年　
羽
場
仁
子

西
明
寺
中
学
校
２
年　
猪
本
侑
来

西
明
寺
中
学
校
３
年　
千
葉
暁

 

高
校
の
部 

◆ 

仙
北
市
長
賞

角
館
高
校
３
年　
赤
倉
聖
音

◆ 

角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞

角
館
高
校
３
年　
草
薙
珊
瑚

（
新
潮
文
庫
賞
【
特
別
賞
】
も
受
賞
）

◆ 

仙
北
市
教
育
長
賞

角
館
高
校
３
年　
安
達
楓
香

◆ 

新
潮
文
庫
賞
【
特
別
賞
】

角
館
高
校
３
年　
草
薙
珊
瑚

◆ 

奨
励
賞

角
館
高
校
３
年　
田
口
蓮

角
館
高
校
３
年　
鹿
野
こ
と
美

◆ 

入
選

角
館
高
校
３
年　
鈴
木
さ
ら

角
館
高
校
３
年　
赤
倉
聖
来

令和 4 年度 仙北市読書感想文コンクール審査結果（学校名・学年・氏名　※敬称略）

高校の部
仙北市長賞
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心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち

《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

第137号

№137

桧
木
内
中
学
校　

薬
物
乱
用
防
止
教
室

　
1
月
27
日
、
桧
木
内
中
学
校
で
薬
物
乱
用
防

止
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
よ
り
奉
仕
活
動
、
青
少
年
健
全
育
成
活

動
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
角
館
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
実
施
し

た
も
の
で
す
。
講
演
に
先
立
ち
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
か
ら
生
徒
一
人
一
人
に
防
災
バ
ッ
グ
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
は
西
明
寺
診
療
所
、
桧
木
内
診
療
所
、

田
沢
湖
病
院

に
勤
務
さ
れ

て
い
る
市
川

晋
市
先
生
で

す
。先
生
は
、

同
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
ー

で
あ
り
、
そ

の
つ
な
が
り

で
今
回
講
演

を
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し

た
。

　

先
生
は
、「
薬
物
は
怖
い
物
で
す
。
そ
の
怖

さ
を
知
る
こ
と
と
、
薬
物
が
近
づ
い
て
き
た
ら

し
っ
か
り
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
み
ん
な
の

周
り
は
い
い
人
ば
か
り
で
、『
怖
い
』
と
い
う
こ

と
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
気
を
付
け
て
ほ
し
い
。『
行
か
な
い
・

聞
か
な
い
・
触
ら
な
い
』
を
守
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
そ
れ
で
も
薬
物
が
近
づ
い
て
き
た
ら
、

大
人
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
日
頃
か

ら
心
と
体
を
元
気
に
保
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

3
年 

藤
島
馨
楽
さ
ん

　
今
回
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室
で
改
め
て
自
分

た
ち
の
す
ぐ
と
な
り
に
薬
物
の
危
険
が
あ
る
こ

と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
服

用
し
て
い
る
か
ぜ
薬
な
ど
も
飲
み
方
を
間
違
え

ば
、
薬
物
乱
用
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
と
て

も
怖
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
薬
物
の

怖
さ
を
意
識
し
て
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

2
年 

座
間
心
暖
さ
ん

　
薬
物
を
乱
用
す
る
と
、
幻
覚
が
見
え
た
り
字

な
ど
が
う
ま
く
か
け
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

を
知
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
私
は
、
使
わ

な
い
し
、
誘
わ
れ
て
も
き
っ
ぱ
り
断
れ
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

　
2
月
10
日
、
生
保
内
中
学
校
生
が
除
雪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
「
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
へ
恩
返

し
し
よ
う
と
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。
悪
天
候
に
負
け
ず
、
生
徒
た
ち
は
パ
ワ

フ
ル
に
活
動
し
、
雪
の
山
が
あ
っ
と
い
う
間

に
小
さ
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
取
材
中
、
地
域
の
方
が
記
者
に
次
の
よ
う

に
思
い
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
高
齢
に
な

り
、
雪
寄
せ
が
本
当
に
大
変
で
す
。
今
回
、

は
じ
め
て
生
保
内
中
学
校
の
皆
さ
ん
に
来
て

も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
嬉
し
く
て
感
激
し
て

い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
」。

　
生
保
内
中
生
の
頑
張
り
、
し
っ
か
り
地
域

に
届
い
て
い
ま
す
。

生
保
内
中
学
校　

ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ

2
年 

千
葉
結
仁
さ
ん

　
か
つ
て
は
僕
も
通
っ
た
道
で
す
。
表
し
き

れ
な
い
感
謝
を
胸
に
、
除
雪
を
頑
張
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
窓
際
の
眺
め
を
良
く
す
る
た

め
に
、
そ
の
周
辺
の
雪
を
寄
せ
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
皆
で
心
を
ひ
と
つ
に
し

て
頑
張
り
、
だ
し
の
こ
園
の
方
々
も
と
て
も

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
お
礼
に
中
で
少
し
休

ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
懐
か
し
く
て
、
涙

が
出
そ
う
で
し
た
。

1
年 

柴
田
優
星
さ
ん

　

自
分
が
心
が
け
た
の
は
「
協
力
」
で
す
。

力
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
い
ま
し
た
が
、

協
力
し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
困
難
な
活
動
で

し
た
。
最
終
的
に
は
家
の
方
か
ら
感
謝
の
言

葉
を
も
ら
い
、
ふ
だ
ん
は
感
じ
る
こ
と
が
で

き
な
い
達
成
感
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
活
動
は
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
し
た
。

角館ライオンズクラブから寄贈いただいた防災バッグを手にする
生徒と市川先生。

これぞスノーバスターズ！

屋根につきそうな雪もあっという間です。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
就
任
し
て
か

ら
、
気
が
付
け
ば
も
う
６
か
月
目
で
す
。

任
期
は
３
年
間
な
の
で
、
ピ
ザ
で
言
う
と

ち
ょ
う
ど
１
切
れ
目
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
僕
は
ま
だ
腹
ペ
コ
で
す
。
残

り
の
５
切
れ
な
ん
て
き
っ
と
あ
っ
と
い
う

間
に
平
ら
げ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
さ
あ

大
変
だ
。
全
部
食
べ
終
わ
っ
た
ら
次
は
何

を
す
る
の
だ
ろ
う
。
な
ん
て
、
先
の
話
は

先
延
ば
し
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
観
光
客
か
ら
市
民
へ
、
つ
ま
る

と
こ
ろ
円
の
外
か
ら
内
へ
移
っ
た
僕
で
す

が
、
や
は
り
立
場
が
変
わ
る
と
見
え
る
も

の
も
変
わ
り
ま
す
ね
。
今
は
仙
北
市
農
山

村
体
験
推
進
協
議
会
と
い
う
場
所
で
、
主

に
旅
行
客
の
宿
泊
や
体
験
の
お
問
い
合
わ

せ
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
英
語
が
で
き
る

の
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
も
担
当
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
海
外
の
方
か
ら
の
お
問
い

合
わ
せ
が
た
く
さ
ん
来
る
の
で
、
自
分
で

言
う
の
も
お
こ
が
ま
し
い
で
す
が
、
大
活

躍
し
て
い
ま
す
！

　
そ
の
よ
う
な
事
務
作
業
に
加
え
て
、
前

職
の
経
験
を
生
か
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す

る
仙
北
市
の
Ｐ
Ｒ
映
像
制
作
な
ど
も
し
て

い
ま
す
。
仕
事
柄
仙
北
市
内
の
方
々
は
も

ち
ろ
ん
海
外
の
方
々
と
も
お
話
す
る
機
会

が
多
く
、
田
舎
に
居
て
も
世
界
と
繋
が
れ

る
な
ん
て
よ
い
仕
事
を
見
つ
け
た
な
ぁ
、

と
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。
仙
北
市
に

引
っ
越
し
て
か
ら
色
々
な
人
と
出
会
い
、

色
々
な
こ
と
を
知
り
、
色
々
な
挑
戦
を
し

て
い
く
中
で
、
も
ち
ろ
ん
よ
い
こ
と
も
悪

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、
こ
れ
か
ら
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
24
歳
、
世
間
一

般
的
に
は
ま
だ
ま
だ
若
い
部
類
に
入
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
失
敗
は
恐
れ
ず
何
事
も

勉
強
だ
と
思
い
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
！

　
申
し
遅
れ
ま
し
た
、
仙
北
市
地
域
お
こ

し
協
力
隊
兼
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
名
乗
っ
て

お
り
ま
す
、
佐
藤
成
真
で
す
。
町
中
で
見

か
け
た
ら
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
！

英
語
を
教
え
る
の
で
秋
田
弁
を
教
え
て
く

だ
さ
い
！
最
後
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

仙北市仙北市地域おこし
地域おこし協力隊コラム

協力隊コラム

佐
さ と う

藤 成
な り ま さ

真

観光客から市民へ

Ｐ
Ｒ
映
像
の
撮
影
に
行
っ
た

「TAZAW
AKO

 W
IN

TER BASE 2023

」
で
。

　少しずつ海外渡航が自由にできるようになり、台湾空
港会社が秋田空港への就航を検討しているなどの明るい
ニュースが飛び交う中、昨年から訪日旅行観光客の復活
に向けて、私が在籍している交流デザイン課ではいくつ
かの取り組みを行いました。例えば、台湾およびタイ王
国に現地事務所機能を事業者に委託し、私たちの代わり
に海外旅行会社をはじめ関係団体への誘客活動や観光政
策の策定に関する情報収集をはじめています。
　また、2月に東京で開催された「日台教育旅行関係者意
見交換会」に参加しました。台湾・日本双方の関係者計
150人超が集う会場で、仙北市が他地域と比べて台湾と
長年の友好関係を築いていることやグリーンツーリズム
の先進地であることをアピールしました。その前日には
35年前からご協力いただいている台北駐日経済文化代表
処および台湾観光協会へ訪問しました。

第第1818回回

　町中や冬季イベントで外国人観光客の姿がちら
ほら見えて、仙北市に着任した当時に一気に戻っ
た感じです。大学卒業後すぐに着任し、日々皆さ
まから優しい言葉をかけてもらいながら、はや4年
目になりました。どうも仙北市国際交流員、台湾
出身の黄敏です。

　昨年は日本と台湾断交から50年でありながら、かつて
なく国民同士は良好な相互感情を抱いていることは日本
台湾交流協会の調査でわかりました。お互いに親しみを
感じると答えた国民は両国ともに70％を超え、ほかの国
を大きく引き離しています。
　私は一台湾人として、これからも大好きな二つの地域
のために頑張ります。皆さまにもぜひ応援のほどよろし
くお願いします。まずは台湾旅行でも、検討してみては
いかがでしょうか。

↑日台教育旅行関係者意見交換会会場
↑台北駐日経済文化代表処で
　政務部長林郁慧氏と面会
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無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気
軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき
るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、
次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】3 月 29 日水 13:30 ～
【場所】角館交流センター 第 2 研修室
【相談員】河村憲史弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全

般のご相談）  ▼サラ金・クレジットなど多
重債務のご相談  ▼中小企業・個人事業
に関するご相談  ▼高齢者・障がい者に
関するご相談  ▼交通事故に関するご相
談  ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し
てください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00
【相談時間等】1日先着4人。1人30分以内。

（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35  
③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ
らかじめ話の内容をまとめてきてくださ
い。相談に必要と思われる資料がありま
したらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

令和5年第3回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなどお薬の相談会
を行います。お気軽にご相談ください。

【日時】3月25日土 10:00 ～ 11:30
【場所・問合せ】クオール薬局田沢湖店
　☎43-9189

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

参加者募集 !!
初心者弓道教室
　心身の鍛練である弓道。興味がある！体
験してみたい！という子どもたち。ぜひこ
の機会に挑戦してみませんか？

【期日】3月28日 火 ～ 4月27日 木 の毎
週火・木曜日（全10回）

【時間】19:00 ～ 20:30
【場所】角館武道館 弓道場
【対象】新小学5・6年生と新中学1・2年生
【受講料】詳しくは下記まで。
【申込期限】3月24日金 
【その他】普段の稽古も見学可能です !（稽

古日：3月17日 金 ・20日 月・22日水

・24日金・27日月 19:00 ～ 21:00）
【申込・問合せ】角館大弓会 田口
　☎090-4733-4379

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

「北家御日記解読会」
新規会員募集
　江戸時代、北浦地区を治めた佐竹北家
の殿様や重臣たちが、220 年に渡り書き
綴った古文書「北家御日記」を読み解き
ます。読み手が読むのを聞いて毛筆文を
目で追いながら、リアルタイムに当時の
人々の息遣いを感じているうちに、いつ
の間にか読解力がつく、そのような会で
す。皆さまのご入会をお待ちしています。

【解読会定例日】毎月第2・第4土曜日 
【場所】仙北市総合情報センター 2階
【年会費】1,000円（資料代として）
【その他】新年度開始日の4月8日土 から

参加いただきます。
【申込・問合せ】北家御日記解読会 事務局 

黒澤  ☎090-7322-6125

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

あきた省エネ家電
購入応援キャンペーン
　県では、3 月 6 日より温室効果ガス削
減に向けて節電効果の大きい省エネ家電

（エアコン・冷蔵庫）の購入を応援してい
ます。参加店舗で対象製品を購入し、設
置した世帯に１台あたり最大 20,000 円
相当の商品券やキャッシュレスポイント
などを交付します。対象製品や申請方法
など詳しくは美の国あきたネット（コン
テンツ番号「70736」）をご覧ください。

【問合せ】キャンペーン事務局
　☎018-803-6863（受付10:00～19:00）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

【問合せ】自衛隊秋田地方協力本部  大仙地域事務所  ☎0187-63-1313

募集種別 募集期間 試験期日 試験場 募集地域 応募資格

一般曹
候補生

3 月 1 日水 ～
5 月 9 日火

5 月 19 日金 ～
28 日日  の
いずれか 1 日

受験票の交付
に併せてお知
らせします

秋田県
全域

18 歳以上
33 歳未満の方

自衛官等募集

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

　令和 5 年度一般曹候補生を募集します。  広報せんぼくが4月から 
 月1回発行に変わります！

広報担当からお知らせ　　　　　【問合せ】仙北市総務課文書広報係  ☎43-1111

広報せんぼくは仙北市ホームページ（https://www.
city.semboku.akita.jp/）にも掲載しています。パソ
コンやスマートフォンから（上記二次元コード）ご覧
ください !

1-1
2023

広報せんぼく
No.361

寒さなんか寒さなんか 吹吹きき飛飛ばばせせ !!

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

仙北市 SDGs 川柳コンクール 結果発表
　応募のあった SDGs 川柳は全 257 作品。第１次選考を突破した 46 作品の中から、イン
ターネット投票（投票数 687 票）と審査員（市長、副市長、総務部長、企画政策課長）に
よる最終選考を行いました。厳正なる審査の結果、見事に入賞された作品をご紹介します。

【最優秀賞（図書カード10,000円分贈呈）】　　得点：33点

羽崎ことあさん（西明寺中3年・15歳）「もったいない」 世界で使える おまじない

《作者コメント》SDGs の目標７は節約を心がけるという意味につながり、最近は節電の呼びかけが行われ
ているので「もったいない」という言葉に着目しました。「もったいない」は世界共通語とされており、全世
界が一体となって環境をよくすることを願うという意味を込めました。

【優秀賞（図書カード3,000円分贈呈）】　　得点：32点

【市長賞（図書カード2,000円分贈呈）】　　得点：30点

【特別賞（図書カード1,000円分贈呈）】　　得点：31点

【次点（惜しくも受賞を逃しましたが、得票数の多かった作品）】
◆食べ残し 捨てずに明日の 朝ごはん　　　　　矢野千尋さん（白岩小・12歳）
◆そのゴミが せかいをこわす 兵器になる　　　進藤天翔さん（西明寺中・13歳）
◆手をつなぎ いっしょに笑顔 咲かそうよ　　　草薙瑚那さん（白岩小・12歳）
◆山菜は 他人の分も 残しとく　　　　　　　　千葉暁さん（西明寺中・15歳）
◆もうしない 買いすぎ捨てすぎ 残しすぎ　　　ペンネーム 改田目マスオさん（43歳）

【問合せ】仙北市企画政策課  ☎43-3315

佐藤芽生さん（白岩小6年・12歳）世界見て この生活 ふつうじゃない

《作者コメント》世界みんなが平等な生活になってほしいと思いました。

ペンネーム S,K さん（生保内中3年・15歳）性じゃなく 個性で描く 未来地図

《作者コメント》夢や興味を持つものに性別は関係ないから男女のイメージで個性を潰してほしくない明る
い未来を自由に描いてほしいとおもって書きました。

《作者コメント》私が何回も言われた言葉に対してムカついていたのでそれについて表現しました。

聞き飽きた 女子らしくなんて 知らねえよ 伊藤媛音さん（西明寺中3年・14歳）

仙北市内企業の皆さまへ
日本学生支援機構による

「企業の奨学金返還支援
制度」について
　日本学生支援機構では、企業が従業員
の日本学生支援機構奨学金の一部または
全額を代理返還することができる制度を
設けています。従業員にとっては奨学金
返還の負担軽減のメリットがあり、企業
にとっては損金算入ができ法人税の減額
が見込まれるメリットがあります。また、
企業が希望すれば日本学生支援機構の
ホームページに企業名が掲載されるなど、
求人における強みにも繫がります。詳細
は日本学生支援機構のホームページ（下
記二次元コードより）、または下記までお
問い合わせください。
※代理返還を行うためには、

企業から日本学生支援機
構への申請が必要です。

【問合せ】独立行政法人 日本学生支援機構
奨学事業戦略部 奨学事業総務課
　☎03-6743-6029

詳しくは
こちらから

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

令和5年度 秋田県点字図書館  点訳・音訳奉仕員養成講座
　秋田県点字図書館では、視覚に障がいのある方への情報提供を目的に、点字図書・録
音図書の製作、郵送による貸出など各種サービスの充実に務めています。
　点訳とは活字を点字に、音訳とは活字を音声に変えて視覚に障がいのある方に情報を
伝える作業です。
　当館で図書製作活動をしていただく点訳・音訳ボランティアの方を養成する講座を開
講します。活動に参加していただける方をお待ちしています。

【事前説明会】5月10日水 10:00 ～ 11:45（受付期間：4月3日月 ～ 5月9日火）
※電話、メールでお申し込みください。

【講座期間】 ▼点訳奉仕員：6月1日木 ～令和6年2月28日水 の毎週水曜日（全30回）
　 ▼音訳奉仕員： 6月1日木 ～ 11月16日木 の毎週木曜日（全21回）

【時間】いずれも10:00 ～ 12:00
【場所】秋田県点字図書館 研修室（秋田市土崎南3丁目2-58）
【定員】 ▼事前説明会の定員はありません。 ▼点訳・音訳奉仕員養成講座：各10人程度
※事前説明会終了後、養成講座の申し込みを受付します。

【受講料】無料（ただし、テキスト代などは実費）
【その他】詳しくは、下記までお問い合わせください。
【申込・問合せ】秋田県点字図書館  ☎018-845-0031 E-mail  tenji@fukinoto.or.jp

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

自転車に乗るときは
ヘルメットを
着用しましょう
　道路交通法の一部改正により、4 月 1
日からすべての自転車利用者に乗車用ヘ
ルメットの着用が努力義務化されます。
自転車を運転するすべての人がヘルメッ
トをかぶることに努めなければならない
のはもちろんのこと、同乗する方にもヘ
ルメットをかぶらせるように努めなけれ
ばなりません。また、保護者などは、児
童や幼児が自転車を運転する際は、ヘル
メットをかぶらせるよう努めなければな
りません。交通事故の被害を軽減するた
めには、頭部を守ることが重要です。自転車に乗るときはヘルメットを着用し、大切な
命を守りましょう。

【道路交通法 第63条の11（自転車の運転者等の遵守事項）】

▼自転車の運転者は、乗車用ヘルメットをかぶるよう努めなければならない。

▼自転車の運転者は、他人を当該自転車に乗車させるときは、当該他人に乗車用ヘルメッ
トをかぶらせるよう努めなければならない。

▼児童または幼児を保護する責任のある者は、児童または幼児が自転車を運転するときは、
当該児童または幼児に乗車用ヘルメットをかぶらせるよう努めなければならない。

【問合せ】仙北警察署交通課  ☎53-2111

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ
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TS　ついこの前、1日号を発
行したように思いますが、あっ
という間に16 日号の発行とな
り、広報でもお知らせのとおり

4 月から月1回の発行となります。16 日
号としてはこれが最後です。昨年 4 月か
らあっという間に1年が過ぎ、今年の人
事異動の内示はいつだろうか。個人的な
ことより、広報を作成するうえでボリュー
ムが気になります。

SG　年度末、何かと忙しい時
期になってきました。進学や就
職など節目を迎えている方も
多いのでは。我が家でも娘が

進学で家を離れることに。本人は新生活
を楽しみにしているようですが、家族み
んな寂しくなるなぁとしみじみモードで
す。と言いつつ、入学準備などであっと
いう間に日々は過ぎ…。4 月まで残りわ
ずか。娘との時間を大事にしたいですね。

広報担当者の広報担当者の

つつ
やや きき

ぶぶ

3/
１６ 木 ●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00） 3/1･P12

１７ 金 ●あつまれ ! 0 歳児 ! !（さくラッコ 10:30 ～ 11:30、13:30 ～ 14:30） 3/1･P9

●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～ 11:30） 3/1･P11

１８ 土 ●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00） 3/1･P7

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～） 3/1･P7

１９ 日

２０ 月 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（紙風船館 10:00 ～ 12:00） 3/1･P12

２１ 火 ●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00） 3/1･P11

２２ 水 ●かだれ（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） 3/1･P11

２３ 木 ●こころの相談（角館庁舎 相談室 10:00 ～ 10:50、11:00 ～ 11:50） 3/1･P11

２４ 金 ●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 3/1･P9

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 15:00） 3/1･P12

２５ 土 ●お薬相談会（クォール薬局田沢湖店 10:00 ～ 11:30） P18

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00） 3/1･P7

２６ 日

２７ 月
●令和 4 年度第 3 回文化財講習会（市役所角館庁舎 101・102 会議室 10:00 ～ 11:30）

P6

●こころの相談（角館庁舎 相談室 13:30 ～ 14:20、14:30 ～ 15:20） 3/1･P11

２８ 火 ●こころの相談（西木総合開発センター 10:00 ～ 10:50、11:00 ～ 11:50） 3/1･P11

２９ 水 ●無料法律相談（角館交流センター第 2 研修室 13:30 ～ ) P18

３０ 木

３1 金

4/
１ 土

ＩＮ ＤＥＸＩＮ ＤＥＸ
2-5
6-8
9

10-11
12

13

14-15

16
17

18-19
20

旬な情報チャンネル
市役所からのお知らせ
仙北市では森林環境譲与税をこの
ように活用しています
仙北市上下水道事業について
秋田県議会議員一般選挙のお知
らせ
保健と健康の掲示板／にしき園だ
より
令和 4 年度仙北市読書感想文コン
クール
仙北市教育委員会だより きたうら
仙北市地域おこし協力隊コラム／み
んのつぶやき～もっと台湾が好きに
なる～
おしらせナビ
仙北市カレンダー

仙北市カレンダー仙北市カレンダー 3/16 木  ～ 4/1 土

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
● URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱仙北印刷所
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より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。


